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今
月
の
表
紙
は
、
播
磨
地
域
で
は
珍
し
い
爬
虫
類
専
門
シ
ョ
ッ
プ

「
は
ち
ゅ
好
き
〜
Ｒ
ｏ
Ｒ
ｏ
Ｒ
ｏ
〜
加
古
川
店
」
さ
ん
に
ご
登
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。
夫
婦
で
爬
虫
類
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
を
飼
育
し
て

い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
「
動
物
と
の
触
れ
合
い
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
人
ま
で
、
爬
虫

類
の
可
愛
さ
や
命
の
尊
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思
い
を

込
め
て
、
1
年
ほ
ど
前
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

店
名
「
Ｒ
ｏ
Ｒ
ｏ
Ｒ
ｏ
」
は
、
代
表
の
穴
田
さ
ん
の
3
人
の
お
子

さ
ん
の
名
前
か
ら
決
め
ま
し
た
。
店
内
に
は
、ト
カ
ゲ
、ヤ
モ
リ
、ヘ
ビ
、

イ
グ
ア
ナ
、
カ
メ
レ
オ
ン
、
カ
メ
、
カ
エ
ル
な
ど
、
多
種
多
様
な
爬

虫
類
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
約
50
種
類
の
生
体
が
お
出
迎
え
し
て
く

れ
ま
す
。
特
に
、
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ト
カ
ゲ
モ
ド
キ
や
ク
レ
ス
テ
ッ
ド
ゲ

ッ
コ
ー
、
コ
ー
ン
ス
ネ
ー
ク
、
ポ
ー
ル
パ
イ
ソ
ン
な
ど
、
見
た
目
も

愛
ら
し
い
爬
虫
類
た
ち
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
多
く
は
手
の
ひ
ら
サ
イ

ズ
の
可
愛
い
生
体
で
、
人
慣
れ
し
て
い
る
た
め
、
ご
は
ん
の
時
間
に

な
る
と
寄
っ
て
く
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
生
体
は
直

接
手
に
と
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
動
物
と
の
ふ
れ

あ
い
を
体
験
し
て
も
ら
う
場
と
し
て
も
最
適
で
す
。

　

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
の
1
年
は
慌
た
だ
し
く
大
変
な
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
子
た
ち
が
ス
テ
キ
な
お
家
に
迎
え
ら
れ
た

こ
と
は
、
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。
現
在
、
ブ
ラ
ッ
ク
ナ
イ
ト
と

呼
ば
れ
る
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ト
カ
ゲ
モ
ド
キ
な
ど
、
希
少
な
生
体
も
少
し

ず
つ
増
え
て
お
り
、
飼
育
用
品
や
ゲ
ー
ジ
、
エ
サ
な
ど
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
も
当
初
よ
り
さ
ら
に
充
実
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、Ｒ
ｏ
Ｒ
ｏ

Ｒ
ｏ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
特
別
な
生
体
を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
く
予

定
で
す
。
ま
だ
ま
だ
加
古
川
市
内
で
の
認
知
度
は
低
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ぜ
ひ
一
度
ご
来
店
い
た
だ
き
、
自
分
だ
け
の
お
気
に
入
り

の
生
体
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

9
月
1
日
か
ら
9
月
15
日
ま
で
、
1
周
年
を
記
念
し
た
特
別
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
ご
来
店
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

今月の表紙
『はちゅ好き～ＲｏＲｏＲｏ～加古川店』

事業所データ
◆代表者
　代表者　穴田　秋音
◆所在地　
　加古川市加古川町木村６６－８
◆電　話
　０８０－３８４４―０９０１
◆Instagram
　
◆表紙写真
①黄色と緑の特徴的な看板が目印です。
②人慣れしている子たちは、手から直
　接ご飯をもらいます。
③子どもたちもぜひ触れ合ってくださ
　い！
④⑤爬虫類以外にもカメやカエルなど、
　約50種類の動物がお出迎え！

あなだ　   あかね

ご覧ください加古川商工会議所のホームページ https://kakogawa-cci.or.jp/
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「今月の“こんな日”」

加古川市国道２号等整備促進協議会
異業種交流会・環境保全研究会・女性会

印刷物入札　他

関係機関からのお知らせ

「明るい社会づくりのために、地域との連携を強化します」
　加古川刑務所
　　所長　浦方　亀世  さん

「お前、この仕事腰掛けか」
　かじたむ
　　代表　大橋　裕子  さん

未来をつなぐ！事業承継の成功ポイント

もくじ

特集

クローズアップ

エッセイ

会議所のうごき

団体だより

会議所からのお知らせ

インフォメーション

会議所カレンダー

未来の職業を考える高校生のための
　「企業見学会」を実施！ 他
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特　集

　
中
小
企
業
の
経
営
者
の
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
、
経
営
者
年
齢
層
の
ピ
ー
ク

は
こ
の
20
年
間
で
50
代
か
ら
60
〜
70
代

へ
と
大
き
く
上
昇
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
経
営
者
の
引
退
年
齢
は
、
会
社

の
規
模
や
業
種
に
も
よ
り
ま
す
が
、
平

均
す
る
と
67
歳
〜
70
歳
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
５
年
程
度
で
、
多
く
の
中
小
企
業

が
事
業
承
継
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
迎
え
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
後
継
者
不
足
は
深
刻
な
問

題
で
あ
り
、
近
年
増
加
す
る
中
小
企
業

の
廃
業
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
日
本
経
済
・
社
会
を
支

え
る
貴
重
な
雇
用
や
技
術
が
失
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
事
業
承
継
に
よ
る
世
代
交
代
や
Ｍ
＆

Ａ
に
よ
る
規
模
拡
大
は
企
業
の
成
長
に

効
果
的
で
、中
小
企
業
の
活
力
の
維
持・

発
展
の
た
め
に
事
業
承
継
は
必
要
不
可

欠
で
す
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
総
合
研
究
所
が

全
国
約
４
０
０
０
の
中
小
企
業
の
経
営

者
に
対
し
て
行
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

調
査
で
は
、
60
歳
以
上
の
経
営
者
の
約

60
％
が
「
廃
業
を
予
定
し
て
い
る
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て

最
も
多
か
っ
た
回
答
は
「
そ
も
そ
も
誰

か
に
継
い
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

な
い
」
（
45.2
％
）
で
す
が
、
そ
の
理
由

を
詳
し
く
尋
ね
る
と
「
経
営
者
個
人
の

感
性
・
個
性
が
欠
か
せ
な
い
事
業
だ
か

ら
」
（
24.4
％
）
が
最
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
で
「
子
ど
も
が
い
な
い
」
（
12.1

％
）、「
子
ど
も
に
継
ぐ
意
思
が
な
い
」

（
10.9
％
）
、
「
適
当
な
後
継
者
が
見
つ

か
ら
な
い
」
（
5.4
％
）
を
合
わ
せ
た
後

継
者
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
と

し
た
回
答
は
３
割
近
く
に
上
っ
て
い
ま

す
。

　
会
社
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
存
続
で
き

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
事
業
承
継
の
進
め

方
、
実
情
に
対
す
る
認
識
が
不
足
し
て

お
り
、
事
業
承
継
へ
の
着
手
を
先
送
り

し
た
た
め
に
、
後
継
者
を
確
保
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

後
継
者
の
育
成
期
間
を
含
め
れ
ば
、
事

業
承
継
に
は
５
年
〜
10
年
は
か
か
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
経
営
者
の

平
均
引
退
年
が
70
歳
前
後
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
60
歳
ご
ろ
か
ら
事
業
承

継
の
準
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
事
業
承
継
は
、
引
き
継
ぐ
先
に
よ
っ

て
、
親
族
内
承
継
、
従
業
員
承
継
、
Ｍ

＆
Ａ
（
社
外
へ
の
引
継
）
に
分
類
さ
れ

ま
す
。

　
事
業
承
継
で
は
、
後
継
者
育
成
な
ど

を
進
め
な
が
ら
経
営
権
を
引
き
継
ぐ

「
人
（
経
営
）
」
の
承
継
、
自
社
株

式
・
事
業
用
資
産
、
債
権
や
債
務
な
ど

「
資
産
」
の
承
継
、
経
営
理
念
や
取
引

先
と
の
人
脈
、
従
業
員
の
技
術
・
技
能

や
信
頼
関
係
と
い
っ
た
「
知
的
財
産
」

の
承
継
を
計
画
的
に
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
資
産
や
経
営
権
の
み

な
ら
ず
、対
話
を
通
じ
て「
経
営
理
念
」

や
経
営
者
の
想
い
を
受
け
継
い
で
い
く

こ
と
も
、
事
業
承
継
を
進
め
て
い
く
う

え
で
重
要
な
要
素
に
な
り
ま
す
。

　「
事
業
承
継
に
向
け
た
準
備
の
必
要

　
性
の
認
識
」

　
従
業
員
の
雇
用
や
、
取
引
先
と
の
信

頼
関
係
な
ど
、
会
社
が
周
囲
に
与
え
る

影
響
は
小
さ
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

引
継
ぎ
と
い
っ
て
も
、
経
営
者
の
身
内

だ
け
の
問
題
で
な
い
こ
と
を
改
め
て
理

解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　「
経
営
状
況
・
課
題
を
見
え
る
化
す

　
る
」

　
会
社
の
経
営
状
況
を
把
握
し
、
経
営

の
見
え
る
化
を
行
い
、
課
題
の
改
善
に

向
け
た
方
向
性
を
明
確
に
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　「
事
業
承
継
に
向
け
て
、
会
社
を
磨

　
き
上
げ
」

　
企
業
価
値
の
高
い
魅
力
的
な
会
社
に

は
他
社
に
負
け
な
い「
強
み
」を
持
っ
た

会
社
や
、
業
務
の
流
れ
に
無
駄
が
な
い

効
率
的
な
組
織
体
制
を
構
築
し
た
会
社

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
自
社
の
強
み
を
有

す
る
分
野
の
業
務
拡
大
と
、
各
部
署
の

役
割
を
明
確
に
し
、
業
務
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
行
す
る
体
制
を
整
備
し
ま
し
ょ
う
。

　「
事
業
承
継
の
計
画
策
定
か
ら
実
行

　
ま
で
」

経
営
の
「
見
え
る
化
」
、
会
社
の
「
磨

き
上
げ
」
を
進
め
る
過
程
で
明
ら
か
に

な
っ
た
経
営
上
の
課
題
を
解
消
し
な
が

ら
、
後
継
者
と
二
人
三
脚
で
策
定
し
た

事
業
承
継
計
画
、
あ
る
い
は
は
希
望
に

適
っ
た
相
手
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
条
件
に

沿
っ
て
、
資
産
の
移
転
、
経
営
権
の
移

譲
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

親族内承継

従業員承継

事業の見える化
のメリット

資産の見える化
のメリット

財務の見える化
のメリット

M&A
（社外への引継ぎ）

　事業承継とは、経営者が事業を次世代へと引き継ぐことです。事業承継を行うことで、長年にわたり培ってきた技術や貴重なノ
ウハウ、従業員を引き継ぐことが可能です。しかし、中小企業の後継者不在状況が深刻であり、廃業の増加による貴重な雇用や技
術への影響が懸念されています。将来に向けて事業を維持、成長させていくためには、後継者の確保を含む事業承継に向けた早
めの準備着手が重要です。

【出典・参考】中小企業庁「事業承継」、「事業承継マニュアル」、㈱帝国データバンク全国「後継者不
　　　　　　　在率」動向調査（2023年）、日本政策金融公庫総合研究所「中小企業の事業承継に関す
　　　　　　　るインターネット調査（2023年調査）、事業承継・引継ぎ補助金　　　　　　　　　　
　　　　　　

事
業
承
継
の
構
成
要
素
と
、
実
行

す
る
ま
で
の
「
５
つ
の
ス
テ
ッ
プ
」

①
経
営
者
の
平
均
年
齢

②
後
継
者
に
託
す
、３
つ
の
要
素

①
事
業
承
継
の
種
類

②
経
営
者
高
齢
化
の
背
景
に
あ
る

　
後
継
者
不
足
問
題

③
事
業
承
継
を
実
行
す
る
ま
で
の

　
「
５
つ
の
ス
テ
ッ
プ
」

③
事
業
承
継
に
は
５
年
か
ら
10
年

　
か
か
る

デ
ー
タ
で
見
る
事
業
承
継
の
現
状
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中小企業の経営者年齢の分布（年代別）
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50
 % 廃業を予定している理由

後継者難を理由とする回答が約３割

－磨き上げ事例－
「弱み」を「強み」
に変えて受注UP！
　旧型設備での小ロ
ット製造は弱みかと
思っていたが、その
機動性を逆手にとっ
て経営資源を集中。
大手企業では対応で
きない小ロット案件
の受注が増加。　　
　　　　　

現経営者の子をはじめとした親族
に承継
●心情面や、長期間の準備期間確
　保がしやすい、相続等による財
　産・株式の後継者移転が可能と
　いった背景から所有と経営の一
　体的な承継が期待できます。

社外の第三者（企業や創業希望者
等）へ株式譲渡や事業譲渡により
承継
●親族や社内に適任者がいない場
　合でも広く候補者を求めること
　ができます。
●現経営者は会社売却の利益を得
　ることができます。

「親族以外」の従業員に承継
●経営者能力のある人材を見極め
　て承継することができます。
●長期間働いてきた従業員であれ
　ば経営方針等の一貫性を期待で
　きます。

事業の将来性の分析や会社の経営
体質の確認を行い、会社の強み・
弱みを再認識。これにより取り組
むべき課題を洗い出す。
経営者の個人資産について会社と
の貸借関係等を確認する。後継者
に残せる経営資源を明確にする。
客観的な財務状況を明らかにする。
これにより、銀行や取引先からの
信用度も上がり、資金調達・取引
を円滑にする。　　

Step.1

Step.3Step.4.5

Step.2
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特　集
　
中
小
企
業
の
経
営
者
が
事
業
承
継
に

関
す
る
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

た
い
場
合
、
私
ど
も
商
工
会
議
所
・
商

工
会
の
他
に
も
、
金
融
機
関
や
顧
問
の

税
理
士
な
ど
が
身
近
な
相
談
先
と
言
え

ま
す
。
公
的
な
支
援
機
関
と
し
て
は
、

事
業
承
継
に
関
す
る
相
談
対
応
を
行
っ

て
い
る「
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」

や
、
総
合
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら

れ
る
「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

・
「
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
補
助
金
」

　
事
業
承
継
を
機
に
新
た
な
取
り
組
み

を
行
う
中
小
企
業
等
を
支
援
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
親
族
内
事
業

承
継
に
限
ら
ず
、
社
内
事
業
承
継
や
Ｍ

＆
Ａ
に
よ
る
事
業
承
継
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
補
助
の
対
象
と
な
る
取
組
内
容
や
経

費
の
種
類
に
応
じ
て
「
経
営
革
新
枠
」
、

「
専
門
家
活
用
枠
」
、
「
廃
業
・
再
チ

ャ
レ
ン
ジ
枠
」
の
３
事
業
で
補
助
を
行

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
経
営
革
新
は
「
創

業
支
援
類
型
」、「
経
営
者
交
代
類
型
」、

「
Ｍ
＆
Ａ
類
型
」
の
３
類
型
、
専
門
家

活
用
に
は
、
「
買
い
手
支
援
類
型
」
と

「
売
り
手
支
援
類
型
」
の
２
類
型
に
分

類
さ
れ
ま
す
。

・
「
個
人
版
事
業
承
継
税
制
」

　
個
人
事
業
主
の
特
定
事
業
用
資
産
の

承
継
に
伴
う
贈
与
税
・
相
続
税
の
負
担

を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
特
例
措
置
で
す
。

２
０
２
６
年
３
月
ま
で
に
個
人
事
業
承

継
計
画
を
提
出
し
、
２
０
２
８
年
ま
で

に
事
業
承
継
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

・
「
法
人
版
事
業
承
継
税
制
（
特
例
措

　
置
）
」

　
非
上
場
の
株
式
等
の
承
継
に
伴
う
贈

与
税
・
相
続
税
の
負
担
を
実
質
ゼ
ロ
と

す
る
特
例
措
置
で
す
。
２
０
２
６
年
３

月
ま
で
に
特
例
事
業
承
継
計
画
を
提
出

し
、
２
０
２
７
年
ま
で
に
事
業
承
継
を

実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

会員事業所の声 「会社の想いを継ぐ」会員事業所の声 「会社の想いを継ぐ」②
事
業
承
継
の
支
援
施
策

中
小
企
業
の
事
業
承
継
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
取
組

①
事
業
承
継
の
支
援
体
制

中小企業  
個人事業主

【国の支援機関】 
・よろず支援拠点 
・事業引継ぎ支援センター

【身近な支援者】 
・商工会・商工会議所 
・金融機関など

【専門的な支援者】 
・税理士・弁護士 
・中小企業診断士など

連携

連携

事業承継の相談先のイメージ

相談
相談

「事業承継を知る」
（中小企業庁）

事業承継・
引継ぎ補助金

事業承継税制特集
（国税庁）

兵庫県事業承継引継ぎ
支援センター

　親族承継を行い、新たな事業展開を行っている「旭㈱」
の先代社長で現会長である薄雲淳子氏と、現社長の清水
美智子氏に事業承継を経て、それぞれの立場で感じたこ
とについて、お話をお伺いしました。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

②事業承継をするにあたって「こんな事」を重視しました
薄雲会長：親族承継ではありますが、親子と会社は割り切ることが大事だと考えています。そのため、引き継
　　　　　いだ後は、出来るだけ会社の方針には口を出さないようにしています。現社長は、時代に合った経
　　　　　営を一生懸命に勉強し、実践していると思いますので、今は安心して見守っています。
清水社長：社長になるにあたって、先代とは異なる方法ではあるが、私自身のやり方で進めたいと考えていま
　　　　　した。まず、従業員一人一人と対話を行い、自身の思いや考えを伝えました。その結果、会社の方
　　　　　向性についてしっかりと定めることができました。また、スタッフから「私たちも皆でサポートし
　　　　　ます。一緒に頑張りましょう！」と言ってもらえたことが、とても励みになっています。

③事業承継を考えている事業所に伝えたいこと
清水社長：どういった事業承継であっても「会社の想いを受け継ぐ」ことには変りないと思います。事業形態
　　　　　や経営方針は変わっても、会社の理念や想いは決して忘れないようにしています。私の場合は事業
　　　　　承継の準備期間が短かったため、社長としての考え方や振る舞い方などは、苦労して勉強していま
　　　　　す。会社ごとに事情は異なると思いますが、十分な準備期間を設けることで、よりスムーズに承継
　　　　　できると思います。

④「釣り」・「ゴルフ」のことなら当店をご利用ください！
薄雲会長：釣りというのは「準備もワクワク」、「釣りの最中もワクワク」、「釣った後も家族や友達とワク
　　　　　ワク」できる１日で三度も四度も楽しめるレジャーです。釣り具の事なら、ぜひ当店にお越しくだ
　　　　　さい。
清水社長：ゴルフも釣りも上手くなる事が1つの楽しみではありますが、当店のインドアゴルフ施設は同伴者
　　　　　もOKです。楽しんでくれているお客様の姿が私もスタッフも一番嬉しく感じます。初心者の方で
　　　　　も楽しめるように様々な企画をご準備していますので、ぜひお気軽にお越しください！

事業所名：旭㈱（つり具山陽・ゴルフ山陽）
事業所住所：加古川町南備後350-2（つり具山陽 加古川店）

平岡町新在家893-1（ゴルフ山陽）
代表者：代表取締役　清水　美智子

事業所名：旭㈱（つり具山陽・ゴルフ山陽）
事業所住所：平岡町新在家893-1（ゴルフ山陽）

加古川町南備後350-2（つり具山陽 加古川店）
代表者：代表取締役　清水　美智子

会長の薄雲氏（左）と、
社長の清水氏（右）

①事業承継のきっかけについて
薄雲会長：

清水社長：

創業から50年、人生の大半を共に歩んできた思い入れのある会社です。次代につ
なげたいと幹部社員に後継者教育を行い、それに十分応えてくれていましたが、
諸事情で退職。そのショックから一時はＭ＆Ａや廃業をも考えました。2020年２月
に夫が急逝し、精神的支えを失った私は仕事に出られなくなりました。夫は娘（清
水氏）に会社を継いで欲しかったようで、その遺志を継ぐ形となりました。
看護師の仕事をしながら、父が担当している会社の経理を手伝っていました。事務
的な引き継ぎを父から受けている最中に急死し、母は精神的に落ち込み、社内に
も不安が広がっていました。その中で、「長年、事業を続けてきた父と母の想いや、
一緒に頑張ってきた社員を守りたい」と思い、2022年の6月に事業承継しました。
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　本年４月に着任され、加古川刑務所では
２人目の女性所長となる浦方亀世さんに、
刑務所の役割と取り組み等のお話をお伺い
しました。　　　　　　　　　　　　　　
　　　

官
民
共
同
で
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す

　

加
古
川
刑
務
所
は
、
主
に
犯
罪
傾
向
の
進

ん
で
い
な
い
刑
期
10
年
未
満
の
男
子
受
刑
者

に
加
え
て
、
交
通
事
犯
受
刑
者
と
女
子
受
刑

者
を
収
容
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
特
徴
と
し
て
は
、
全
国
的
に
珍
し

い
男
子
受
刑
者
と
女
子
受
刑
者
を
同
じ
敷
地

内
で
収
容
し
て
い
る
ほ
か
、
被
収
容
者
の
給

食
業
務
を
民
間
委
託
し
、
官
民
共
同
で
施
設

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
官
民
共
同
体
制
は
、

地
元
地
域
と
の
共
生
が
重
要
だ
と
認
識
し
て

お
り
、
給
食
業
務
に
携
わ
る
民
間
職
員
の
大

半
が
地
元
の
方
々
で
、
食
材
も
地
産
地
消
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。

再
犯
防
止
と
社
会
復
帰
に
向
け
て

　

最
大
の
目
的
で
あ
る
「
再
犯
防
止
」
と

「
社
会
復
帰
」
に
向
け
て
、
被
収
容
者
自
身

が
更
生
し
よ
う
と
思
え
る
よ
う
に
様
々
な
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
１
つ
に
「
勤
労

意
欲
の
醸
成
」
が
あ
り
ま
す
。
出
所
後
の
仕

事
の
確
保
の
た
め
に
、
加
古
川
刑
務
所
で
は
、

受
刑
者
が
衣
類
の
縫
製
や
物
流
機
器
の
部
品

組
立
と
い
っ
た
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
作
業
を
地
域
の
事
業
所
の
皆
様
か
ら

提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
刑
務
作
業
が

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

再
犯
防
止
を
目
的
と
し
た
重
要
な
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
に
は
、
刑
務
所
だ
け
で
は

限
界
が
あ
る
た
め
、
地
域
の
事
業
所
の
皆
様

や
福
祉
関
係
機
関
の
方
々
な
ど
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
出
所
者
を
地
域
に
繋
げ
る
た
め

の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
開
催
し
ま
す「
か
こ
が
わ
矯
正
展
」

　

41
回
目
と
な
る
「
か
こ
が
わ
矯
正
展
」
は
、

今
年
度
11
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
に
加
古
川
刑

務
所
の
敷
地
内
で
開
催
予
定
で
す
。

　

矯
正
展
で
は
、
刑
務
所
作
業
製
品
の
展

示
・
即
売
を
行
う
予
定
で
す
。
数
量
限
定
で
、

話
題
と
な
っ
た
固
形
石
鹼
の
「
ブ
ル
ー
ス
テ

ィ
ッ
ク
」
や
横
浜
刑
務
所
製
の
「
乾
麺
」
を

販
売
す
る
ほ
か
、
加
古
川
の
受
刑
者
が
作
っ

た
ソ
フ
ァ
な
ど
数
々
の
製
品
を
取
り
揃
え
ま

す
。
ま
た
、

売
上
額
の

一
部
は
、

犯
罪
被
害

者
支
援
団

体
の
活
動

支
援
の
た

め
寄
付
に

充
て
て
い

ま
す
。
さ

ら
に
、
刑

務
所
の
朝

食
に
出
さ
れ
る
「
パ
ン
」
の
販
売
や
、
地
元

学
生
に
よ
る
演
奏
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
企
画

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

明
る
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
に

　

犯
罪
の
起
こ
ら
な
い
明
る
い
社
会
を
作
る

に
は
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
今
後
も
、
地
域
そ
し
て

事
業
所
の
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
連
携
強
化
に
努
め
、
受
刑
者
の

改
善
更
生
・
社
会
復
帰
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

明
る
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
、

   

地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す

明
る
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
、

   

地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す

加古川刑務所

所長　浦方　亀世  さん
うらかた きよ

受刑者が製作したソファ、テーブル等
（各事業所からの製造作業の受注も行っています）
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エッセイ

　

と
あ
る
企
業
で
正
社
員
と
し
て

働
い
て
い
た
と
き
に
上
司
か
ら
言

わ
れ
た
言
葉
。
「
い
い
え
、
も
っ

と
上
の
キ
ャ
リ
ア
を
目
指
し
て
ま

す
！
」
と
、
言
い
切
っ
た
。
そ
れ

か
ら
結
婚
し
、
１
人
目
出
産
し
て

仕
事
復
帰
し
た
時
、
旦
那
と
は
同

じ
職
種
、
同
じ
キ
ャ
リ
ア
な
の
に
、

家
事
と
育
児
の
全
面
負
担
、
子
ど

も
が
病
気
す
れ
ば
休
む
の
は
妻
で

あ
る
私
。
「
ナ
ゼ 

ワ
タ
シ
ガ 

ゼ

ン
ブ
・
・
・
」

　

分
単
位
で
家
事
と
育
児
と
仕
事

に
追
わ
れ
る
毎
日
で
、
子
ど
も
に

は
申
し
訳
な
い
と
思
い
つ
つ
、 

朝
一
番
で
保
育
園
に
預
け
て
、
お

迎
え
に
行
く
の
は
一
番
最
後
。
２
人
目
を
妊

娠
中
に
体
調
を
崩
し
て
も
休
む
こ
と
す
ら
ま

ま
な
ら
ず
、
仕
事
は
い
く
ら
で
も
代
わ
り
が

き
く
け
ど
、
お
腹
の
子
ど
も
を
守
れ
る
の
は

自
分
し
か
い
な
い
と
思
い
退
職
。
出
産
と
育

児
で
仕
事
の
キ
ャ
リ
ア
を
失
っ
た
。

　

子
ど
も
二
人
抱
え
て
ど
ん
な
仕
事
が
で
き

る
の
か
？
そ
ん
な
時
に
出
会
っ
た
の
が
プ
リ

ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
で
、
子
連
れ
で
習
う
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
講
師
の
資
格
も
合
わ
せ

て
取
得
し
た
。

　

私
の
母
親
は
今
で
言
う「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
」

で
、
自
宅
で
生
け
花
を
教
え
た
り
、
婚
礼
の

着
付
師
と
し
て
自
由
に
働
い
て
い
た
の
を
見

て
育
っ
た
の
で
、
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

の
講
師
で
起
業
す
る
こ
と
に
何
の
躊
躇
も
な

か
っ
た
。

　

習
い
に
来
て
く
れ
る
多
く
の
マ
マ
た
ち
は
、

子
育
て
で
キ
ャ
リ
ア
を
失
っ
て
、
働
き
た
い

け
ど
働
け
な
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

目
の
当
た
り
に
し
た
。
「
ま
だ
20
代
、
30
代

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
有
り
余
っ
て
る
の
に
も
っ

た
い
な
い
・
・
・
理
不
尽
な
世
の
中
や
な
」

　

私
に
も
っ
と
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
か
？

模
索
し
て
い
た
私
は
、
色
々
な
と
こ
ろ
で
夢

を
語
っ
た
。
そ
ん
な
頃
に
商
工
会
議
所
青
年

部
の
仲
間
か
ら
「
そ
れ
や
っ
た
ら
家
事
代
行

や
っ
た
ら
？
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
。

子
育
て
と
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
る
人
の
助
け

に
な
れ
る
し
、
家
事
代
行
を
軌
道
に
乗
せ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
働
く
環
境
も
提
供
で
き

る
！
新
た
な
試
み
。

　

専
門
清
掃
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
家

事
代
行
で
使
え
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、
商

工
会
議
所
主
催
の
創
業
塾
に
も
参
加
さ
せ
て

も
ら
い
、
そ
の
ご
縁
か
ら
「
女
性
が
輝
く
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
エ
ン
ト
リ

ー
し
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
頂
い
た
。
そ
の
勢

い
で
【
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス
か
じ
た
む
】
を

ス
タ
ー
ト
。
苦
手
な
『
家
事
』
を
『
カ
ス
タ

ム
』
す
る
と
い
う
意
味
で
名
付
け
た
。

　

思
惑
通
り
、
子
育
て
世
帯
の
需
要
が
多
く

「
家
事
を
任
す
こ
と
で
安
心
し
て
育
児
と
仕

事
に
専
念
で

き
る
」
と
言

う
言
葉
を
頂

い
て
い
る
。

自
分
の
提
供

し
た
サ
ー
ビ

ス
で
喜
ん
で

も
ら
え
、
人

の
役
に
立
て

て
る
実
感
を

得
ら
れ
る
日
々
は
、
ま
さ
に
天
職
で
は
な
い

の
だ
ろ
う
か
と
思
う
。

　

家
庭
で
も
仕
事
で
も
輝
け
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
家
庭
に

笑
顔
と
ゆ
と
り
を
届
け
続
け
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
毎
日
行
う
家
事
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
す
る
事
は
幸
福
度
が
上
が
る
ら
し
い
で

す
よ
。
あ
な
た
も
一
度
試
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

「お前、この仕事腰掛けか」

住 所
T E L
営業内容

：
：
：

加古川市尾上町安田４３２－１１
０８０－２３６７－８９６５
家事代行サービス

大橋　裕子かじたむ　代表
おおはし ゆうこ

頼れるプロに家事をお任せ！
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２社に密着！

未来の職業を考える高校生のための

　　「企業見学会」を実施！
未来の職業を考える高校生のための

　　「企業見学会」を実施！
　高校生を対象に加古川市域の地元企業を知ってもらうとともに職業観の育成、将来の進路選択・就職活動
に役立てていただくことを目的として、２０１１年から毎年「企業見学会」事業を実施しています。
　13回目となる今年は、8月２日から8月8日の日程で多種多様な企業を含む10コース20社を設定しまし
た。延べ51名の高校生と1名の教員の合計52名が参加し、企業の現場を見学しました。今回は日本毛織㈱ 
印南工場とオークラ輸送機㈱のコースに密着しました。

日本毛織㈱ 印南工場
　会社概要、織物の製造工程の説明の後、実際に
工場を見学しました。製造工程は細かく分かれて
おり、様々な工程を経て人々に製品が届けられると
いう話がありました。機械作業が中心ながらも、人
の手を必要とする場面も多くあることが見て取れ
ました。学校の制服やスーツのみならず、防炎ウー
ルが消防服にも使用されているとの説明がありま
した。
　参加者からは「深
い歴史について知る
ことができてよかっ
たです。黙々と作業
されているところが
印象的でした」との
声が聞かれました。

オークラ輸送機㈱
　会社概要、事業紹介の後、オークラミュージ
アムと工場内を見学しました。ミュージアムで
は、製品の働きをゲームとして体験できるもの
があり、楽しみながら製品の仕事ぶりを体感す
ることができました。質疑応答では、就職活動
に関するものや製品のことなど様々な質問に真
摯に答えていただきました。
　参加者からは「ロボットが動いているところ
が印象に残っていま
す。さらに早く動く
ことができるという
ことで、技術を目の
当たりにできて大満
足です」といった声
が聞かれました。 優れた技術を目の当たりに歴史あるレンガ造りの工場を見学

11

地元加古川の話を交え話す高岡氏

グループワークの様子

コース 見学先 【企業名】

《見学コース・企業》 10コース・20社

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

I

J

ホワイト急便東播磨本部 ㈲ＡＣＥ［クリーニング業］
ニシカワ食品㈱［製造業］

前川建設㈱［総合建設業］
播磨機工㈱［製造業］

㈱ＨＥＲ［理化学分析業］
㈱ファインシステム［IT業］

ハリマ化成㈱ 加古川製造所［化学品製造］
日本精化㈱［化粧品・医薬品等原料メーカー］

㈱大浦ミート［食肉卸・小売業］
㈱コスモライフ［飲料水・ウォーターサーバー製造］

アイザワ証券㈱［金融・証券会社］
ＤＣＴ税理士法人［公認会計士・税理士事務所］

日本毛織㈱（ニッケ）印南工場［製造業］
オークラ輸送機㈱［各種物流機器製造］

社会福祉法人福竹会 鹿児の郷［老人福祉・介護事業］
神鋼物流㈱ 加古川事業所［港湾運用業・加古川製鉄所構内運送業］

滝川工業㈱［製造業］
㈱マルアイ［総合食品スーパー］

㈱ＡＬＣ 介護相談室あえる［老人福祉・介護事業］
多木化学㈱［化学メーカー］レジ打ちの体験もさせていただきました

お世話になった企業の皆様、
ありがとうございました！

会
議
所
の

会
議
所
の

　

7
月
25
日
、
鹿
島
興
産
㈱ 

代
表
取

締
役
社
長
の
山
本
広
高
氏
を
講
師
に
、

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
提
唱
の
デ
ザ
イ
ン
思

考
セ
ミ
ナ
ー
「
課
題
発
見
・
課
題
解
決

の
方
法
論
を
学
ぶ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
思

考
と
は
、
前
例

の
な
い
課
題
・

問
題
に
対
し
て

ユ
ー
ザ
ー
の

「
共
感
」
「
満

足
」
を
知
り
、

今
ま
で
気
付
く

こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
本
質
的
な
ニ
ー

ズ
を
見
つ
け
る
思
考
法
の
こ
と
で
あ
る

と
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
問
題

を
定
義
し
て
解
決
意
図
を
明
確
に
し
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
思
考
法
を
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
学
び
ま
し
た
。
例
題
と
し
て

「
人
事
に
関
す
る
困
り
事
・
願
望
」
に

つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
ど

の
グ
ル
ー
プ
も
様
々
な
意
見
を
出
し
合

い
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
用
い
た
問

題
点
や
課
題
の
探
り
方
、
解
決
方
法
を

学
び
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
19
名

　

本
質
的
な
ニ
ー
ズ
を
見
つ
け
る

ー
デ
ザ
イ
ン
思
考
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
ー

　

8
月
2
日
、
読
売
テ
レ
ビ
放
送 

特

別
解
説
委
員
の
高
岡
達
之
氏
を
講
師
に

「
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側
か
ら
見
る
、
政

治
・
経
済
」
と
題
し
た
時
事
文
化
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

経
営
者
の
方
々
の
判
断
材
料
に
な
る

情
報
と
し
て
、
日
本
と
諸
外
国
の
経
済

の
動
き
や
、
経
済
と
政
治
の
関
係
性
等

に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
米
国
の
大

統
領
選
挙
の
話
か
ら
は
じ
ま
り
、
自
民

党
総
裁
選
、
２
０
２
５
大
阪
・
関
西
万

博
、
物
流
問
題
、
オ
ン
デ
バ
イ
ス
Ａ
Ｉ

な
ど
、
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の
や
関
心

の
高
い
様
々
な
話
題
に
つ
い
て
詳
細
に

述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高

岡
氏
は
加
古

川
西
高
等
学

校
の
卒
業
生

で
も
あ
る
た

め
、
地
元
加

古
川
の
話
を

交
え
な
が
ら
、

終
始
飽
き
さ

せ
る
こ
と
の

な
い
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
78
名

　

資料やスライドもあり理解が深まります

テ
レ
ビ
で
は
見
ら
れ
な
い
ニ
ュ
ー
ス
を
！

ー
時
事
文
化
講
演
会
を
開
催
ー

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

　

8
月
7
日
、加
古
川
市
国
道
2
号
等

整
備
促
進
協
議
会
の
令
和
6
年
度
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
の
変
更
に
つ
い
て
報
告
の
後
、

令
和
5
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、

令
和
6
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、す
べ
て
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、京
都
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
教
授
、京
都
大
学
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
実
践
ユ
ニ
ッ
ト
長
の
藤
井
聡

氏
を
講
師
に「
道
路
整
備
と
経
済
成

長
・
都
市
発
展
」と
題
し
た
講
演
会
を

開
催
し
、イ
ン
フ
ラ
整
備
が
与
え
る
影

響
は
非
常
に
大
き
く
、日
本
は
先
進
国

の
中
で
世
界
的
に
み
て
道
路
の
量
が
少

な
く
、質
も
低
い
等
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。ま
た
、イ
ン
フ
ラ
投
資
は
莫
大
な

費
用
が
か
か
る
が
、経
済
を
押
し
上
げ

る
に
は
間
違
い
な
く
イ
ン
フ
ラ
整
備
で

あ
り
、こ
れ
だ
け
重
要
な
工
業
地
域
の

物
流
イ
ン
フ
ラ
を
低
水
準
で
放
置
す
る

事
は「
著
し
く
不
合
理
」で
あ
る
た
め
、

今
後
の
政
治
に
も
注
視
す
る
必
要
が
あ

る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
35
名

　
　

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
与
え
る
意
味

ー
通
常
総
会
・
講
演
会
を
開
催
ー

 

加
古
川
市
国
道
２
号
等
整
備
促
進
協
議
会

事業所名 補助事業の事業名称

（一般型 第16回　5/27締切）の採択結果が発表されました
【当所関係 採択者一覧表】

「小規模事業者持続化補助金」

㈱総建

フジエンジニアリング㈲

　

宣伝広告と来客スペースの拡充

『非常用発電機の法定点検市場への参入事業』

【お問い合わせ】加古川商工会議所　中小企業相談室　ＴＥＬ ０７９-４２４-３３５５
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◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

自身の経験を踏まえての説明

加古川ならではの魅力づくりを

　

7
月
16
日
、
7
月
度
定
例
会
が
開
催

さ
れ
、
会
員
2
名
に
よ
る
メ
ン
バ
ー
ス

ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

旭
㈱
の
清
水
美
智
子
氏
か
ら
は
、
社

員
の
一
言
が
き
っ
か
け
で
会
社
を
継
ぐ

決
意
を
固
め
た
こ
と
や
、
常
に
社
員
に

も
敬
意
を
払
い
丁
寧
に
接
す
る
よ
う
心

が
け
て
い
る
こ
と
な
ど
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
な
が
ら
経
営
理
念
・
教
育
理
念

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
釣
具
店
か
ら
一
転
、
新
た
に
ゴ
ル

フ
ス
タ
ジ
オ
で
あ
る
『
ゴ
ル
フ
山
陽
』

も
始
め
た
こ
と
に
つ
い
て
、
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
お
好
み
焼
き
・
鉄
板
バ
ル

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
（
Ａ
ｌ
ｂ
Ｓ
ｏ
ｌ
ｅ

（
同
）
）
の
立
花
英
樹
氏
か
ら
は
、
開

業
す
る
き
っ
か
け
や
、
他
店
と
差
別
化

を
図
る
た
め
メ
ニ
ュ
ー
内
容
に
独
自
性

を
加
え
る
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
こ
と

な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
清
水
さ
ん
の
会
社

へ
の
思
い
と
、
看
護
師
か
ら
転
身
し
た

決
意
に
感
動
し
た
」
、
「
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
あ
ふ
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
に
食
欲
が
わ

い
て
き
た
。
ぜ
ひ
お
店
に
行
っ
て
み
た

い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
24
名

　

メ
ン
バ
ー
ス
ピ
ー
チ
を
実
施

ー
7
月
度
定
例
会
を
開
催
ー

　
異
業
種
交
流
会

　

7
月
19
日
、
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
野
口

健
氏
を
講
師
に
、
「
富
士
山
か
ら
日
本

を
変
え
る
〜
山
か
ら
学
ん
だ
環
境
問
題

〜
」
と
題
し
た
環
境
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

野
口
氏
は

山
の
環
境
を

変
え
る
要
因

と
し
て
、
自

然
環
境
の
変

化
だ
け
で
は

な
く
人
間
の

捨
て
る
ご
み

も
大
き
い
こ

と
を
述
べ
、

富
士
山
に
つ
い
て
も
医
療
廃
棄
物
や
タ

イ
ヤ
等
の
不
法
投
棄
が
広
大
な
面
積
に

及
ん
で
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
身
が
取
り
組
ん
で
き
た
山
で

の
清
掃
活
動
に
よ
っ
て
「
ア
ル
ピ
ニ
ス

ト
（
登
山
家
）
」
よ
り
「
ゴ
ミ
拾
い
の

人
」
と
世
間
の
認
識
が
代
わ
っ
て
き
た

よ
う
に
感
じ
る
と
し
、
引
き
続
き
地
道

な
活
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
周
囲
に

環
境
問
題
へ
の
意
識
が
浸
透
し
、
環
境

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

を
望
む
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
90
名

　

地
道
な
活
動
か
ら
環
境
問
題
へ
の
意
識
改
革

ー
環
境
講
演
会
を
開
催
ー

　
環
境
保
全
研
究
会

  

女
　
性
　
会

元気あふれる女性会メンバー

　

7
月
30
日
、
味
季
料
理
り
ん
ど
う
に

て
納
涼
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
善

積
美
代
子
会
長
の
挨
拶
、
中
尾
る
み
子

副
会
長
の
乾
杯
に
て
ス
タ
ー
ト
、
今
回

は
新
た
に
女
性
会
に
加
入
さ
れ
た
伊
藤

美
子
さ
ん
が
出
席
し
て
下
さ
り
、
会
員

一
同
新
メ
ン
バ
ー
が
増
え
た
こ
と
を
大

変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

夏
ら
し
い
器
に

前
菜
、
お
造
り
と

丁
寧
に
盛
り
つ
け

ら
れ
た
お
料
理
、

メ
イ
ン
の
鰻
で
暑

い
夏
を
乗
り
切
り

た
い
と
、
各
テ
ー

ブ
ル
食
も
進
み
、
会
話
も
弾
み
ま
し
た
。

初
め
て
の
方
と
は
名
刺
交
換
等
を
行
い

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
お
食
事
を
楽
し
み
、

参
加
者
20
名
全
員
自
己
紹
介
と
一
言
ス

ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。
始
終
大
き
な

笑
い
が
あ
り
楽
し
い
宴
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
数
増
加
の
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
、

ま
た
地
域
に
密
着
し
た
話
題
な
ど
も
あ

り
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
、
暑
さ
が

厳
し
い
時
期
で
す
が
、
女
性
会
の
皆
さ

ん
の
パ
ワ
ー
に
元
気
を
頂
け
た
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
会
計
理
事 
近
藤
直
子
）

　

　　

８
月
９
日
、
岡
田
市
長
と
の
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
、
女
性
会
メ
ン
バ
ー
8
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

岡
田
市
長
は
加
古
川
市
の
地
理
的
・

歴
史
的
な
特
性
を
活
か
し
、
加
古
川
な

ら
で
は
の
魅
力
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
、
整
備
開
発
や
駅
周
辺
の

賑
わ
い
づ
く
り
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

産
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
創
出
を
中
長
期

的
な
方
向
性
で
推
進
す
る
こ
と
を
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
市
民
の
感
じ
る
幸
福
感

の
向
上
の
た
め
に
な
に
が
大
切
な
の
か

を
意
識
調
査
か
ら
見
極
め
評
価
指
標
と

し
て
も
活
用
で
き
る
の
で
は
と
考
え
る

な
ど
、
市
の
活
性
化
に
対
す
る
意
気
込

み
を
感
じ
ま
し
た
。

　

女
性
会
メ
ン
バ

ー
か
ら
は
、
女
性

の
社
会
進
出
へ
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
作
り
、

女
性
目
線
で
の
ま

ち
づ
く
り
、
地
域

施
設
の
改
善
、
不

登
校
児
の
地
域
社

会
へ
の
関
わ
り
方
な
ど
を
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
し
、
加
古
川
の
未
来
や
発
展
を

考
え
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
理
事 

肥
塚
恭
子
）

　

暑
い
夏
を
乗
り
切
る

ー
納
涼
懇
親
会
を
開
催
ー

さ
ら
な
る
加
古
川
の
発
展
の
た
め
に

ー
岡
田
市
長
と
の
懇
談
会
を
開
催
ー
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※詳細は加古川市HPを
　ご覧ください。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ネーミングライツパートナー募集

加古川市のスポーツ施設・文化施設等 計290箇所におけるネーミングライツパートナーを募集します。

対　象　者　団体（法人格は必須ではありません）

申　込　期　間　11月13日㈬まで

問い合わせ先　加古川市行政経営課（ＴＥＬ ４２７－９７５３）

加古川市 企画部 行政経営課からのお知らせ

会
議
所
か
ら
の

会
議
所
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

新入会員紹介キャンペーン
「加古川プラザホテル・東京田村食事券2,000円」

を進呈いたします

　
当
所
よ
り
発
注
す
る
印
刷
物
に
関
し
、

競
争
見
積
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
日
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
当
所
会
員
限
定
）

●
日
　
時
　
９
月
24
日
㈫
10
時
〜

●
場
　
所
　
加
古
川
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
3
階
事
務
所

●
お
問
い
合
わ
せ
　
総
務
管
理
課

　
TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5
　

　 　
印
刷
物
入
札

検定種目

日商珠算
（そろばん）

回施行級 試験日 申込期間 受験料
各種検定試験のご案内

１級：2,800円

２級：2,000円

３級：1,800円

１級：8,800円

２級：5,500円

３級：3,300円

［窓　口］９月11日㈬～９月13日㈮まで

［ネット］10月１日㈫～10月17日㈭まで

［窓　口］10月16日㈬～10月18日㈮まで

10月27日㈰

11月17日㈰

232

168

１～３

１～３

申込方法等、くわしくは 加古川商工会議所　振興課（TEL 079－424－3355）まで

日商簿記
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物流2024年問題によるマイナスの影響について
●物流2024年問題によるマイナスの影響があると回答した企業は84.1%と、８割を超えた。
●マイナスの影響があると回答した企業のうち、具体的な内容として「物流コストの増加」を挙げた企業は90.5%と９割
　を超えた。次いで、「長距離輸送の見直し等による納期の延長」（39.4%）、「物流の停滞による機会損失」（19.6%）と
　続いた。
●物流コスト増加分を価格に転嫁できている企業は32.3%と３割強にとどまり、原材料価格等増加分転嫁実施率（56.6%）
　と比べて低い水準となった。原材料価格等の転嫁は一定程度進んでいるものの、物流コストの価格転嫁については、ま
　だ難航していることがうかがえる。
【中小事業者の声】
・運送業者から作業負担を理由に数社積み合わせでの運送を断られるようになった。自社のみでトラック１台を貸切って
　手配する必要があり、運送コストが上昇した。（建築材料卸売業）
・物流コスト、原材料が値上げしているが、販売価格に転嫁できず、利益を削りながら営業せざるを得ない状況。（食料
　品製造業）
物流2024年問題を背景とした物流効率化の取組状況について
●2024年問題を背景とした物流効率化への取組状況は34.8％の企業で「取組を開始（予定含む）」となっており、2023年
　７月の前回調査（25.5％）から9.3ポイント増加。一方で、「認識しているが、何をすればいいのか分からない」が29.6％
　となっており、前回調査から大幅に低下しているものの、依然として高い数値となっている。
　また、2024年問題を「認識していない」割合は、5.8％と前回調査から11.5ポイント低下しており、働き方改革関連法
　に伴う時間外労働の上限規制が始まる中で、2024年問題が広く認識されていることがうかがえる。
●取組の具体的な内容としては、「物流コストの適切な価格転嫁の実施」が33.1％と最も高くなっており、次いで、「発
　注頻度の見直し等による配送回数の削減」（21.3％）、「物流を考慮した商品企画・製造工程等の見直し」（12.4％）となっ
　ている。
【中小事業者の声】
・物流コストの増加分については、以前から顧客の理解を得ながら、負担のお願いをしている。（什器小売業）
・物流コストの上昇に対応するため、大きな冷蔵庫を購入し、１回の仕入量を増やして回数を減らしている。品質の問題
　もなく、経費削減につながっている。（飲食店）

「日本商工会議所LOBO(早期景気観測)」
－2024年7月調査結果 抜粋－

「日本商工会議所LOBO(早期景気観測)」
「物流2024年問題への対応の動向（主に荷主）」

商工かこがわ９月号

発　行　
　2024年９月１日
発行人　
　加古川商工会議所
　 〒675-0064
　 加古川市加古川町溝之口800

（079）424-3355（代表）
（079）424-7157

TEL
FAX

●カラーテレビ放送記念日（10日）
　１９６０年（昭和35年）のこの日、NHKを含む５

局がカラーテレビの本放送を開始しました。当初は

非常に高価であったためあまり普及しませんでした

が、１９６４年（昭和39年）の東京オリンピックを

契機に各メーカーが規格化・画質の改善・宣伝に力

を入れたことで普及が大幅に促進されました。　　

　

　夏の終わり。旭を浴びなが

らのウォーキング。

　ふと見ると川面はトンボが

飛び交い、秋の訪れを風に感

じる。

「今月の“こんな日”」「今月の“こんな日”」
広報委員の“つぶやき”

●●●●●●●●●●●９月の会議所カレンダー９月の会議所カレンダー
日 曜日 行　　　事
２
６
10

月
金
火

広報委員会
無料 法律相談
東播磨二市二町会員大交流会

●「個別経営相談会」は事前予約が必要です。あらかじめご相談内容をお知らせください。（※）
●無料相談は、変更・中止となることがあります。お手数ですが、事前にお問合せください。
⇒「不動産相談」は当面の間【完全予約制】の【電話相談のみ】となり、９月20日㈮までに予約が必要です。（☆）
《問合わせ・予約連絡先》※印：加古川商工会議所 電話０７９－４２４－３３５５
　　　　　　　　　　　  ☆印：（一社）兵庫県宅地建物取引業協会 加古川支部 電話０７９－４２４－０８３２

日 曜日 行　　　事
17
20
24

〔個別経営相談会〕３・４・10・11・17・18・24・25日

火
金
火

無料 金融相談（兵庫県信用保証協会 加古川支所）
無料 法律相談
無料 不動産相談


